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　町は、地震や台風など大規模な災害が発生した時に物資や人員等の支援が
できるよう愛知県幸田町と「災害時の相互応援に関する協定」を締結しました。

　協定締結は、東京都豊島
区に続いて2つ目の自治体
で、中部圏との締結は今回
が初めてです。応援の内容
は、食糧などの生活必需物
資、資機材の提供、職員の
派遣、被災者の一時収容の
ための施設提供などです。

　町では、いつ発生するかわからない自然災害等に対応するために、災害に強いまちづくりとして
様々な取り組みを行っています。今月は平成24年度に町が進める防災･減災への主な取り組みと、
その中から防災情報の収集と伝達、避難所についてご紹介します。
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　現在、雨量観測装置は上古田地区、箕輪消防署、箕輪ダムの3箇所にあります。
しかし近年、局地的な豪雨が多発し、同じ町内でも場所によって降雨の状況や
量に大きな差があります。
　そこで、新たに北小河内地区、福与地区、富田地区、沢地区に雨量観測装
置を含む気象観測装置を増設し、役場で時間雨量、累積雨量などを把握でき
るシステムを構築し、災害防止に努めます。

防災・減災への取り組み

気象観測装置設備のシステム概要図

第２次避難所の指定

愛知県幸田町と災害時の相互応援協定を締結しました。
こ う た ち ょ う

気象観測装置の増設

　町の防災行政無線は、完成から23年が経過
し老朽化が進んでいます。また、総務省による電
波の有効利用の方針から防災行政無線のアナ
ログ波からデジタル波への移行が求められて
います。
　そのような中、住民の皆さんの生命・財産を
守ることが行政の最も重要な責務であることか
ら、緊急事態に備え、防災行政無線のデジタル
化に着手します。
　防災行政無線のデジタル化により、避難所で
ある各区の公民館や小中学校とを結ぶ双方向
通信設備を新設します。また、聴覚障がい者世帯
への表示機能付きの戸別受信機を整備します。

防災行政無線防災行政無線のデジタル化主な取り組み

　災害発生のおそれがある場合及び発生した場合、
安全な居場所を確保することが重要です。
　そこで、施設管理者や自主防災組織などの協力を得
て、避難所を設置します。また、地域防災計画の見直し
に併せて、公民館等の第１次避難所が被災のため使用
不能になった場合や、大規模災害などで第１次避難所
では対応が出来ない場合を考え、新たに第２次避難所
として、町内小学校体育館などを指定しました。

◎
第
２
次
避
難
所

施　設　名 収容地区名
箕輪中部小学校体育館
箕輪北小学校体育館
箕輪西小学校体育館
箕輪東小学校体育館
箕輪南小学校体育館
箕輪中学校体育館（予定）
箕輪町社会体育館
箕輪町藤が丘体育館
箕輪進修高校第２体育館

通学区に準じる
通学区に準じる
通学区に準じる
通学区に準じる
通学区に準じる
通学区に準じる
利用可能地区に準じる
利用可能地区に準じる
利用可能地区に準じる

気象観測装置
（屋外機器） 気象観測装置

（屋内機器）
情報通信センター

サーバー

箕輪町役場

・セーフコミュニティの推進

・防災行政無線のデジタル化

・防災資機材の充実

・消防団装備の充実

・自主防災組織の育成支援

・気象観測装置の増設

双方向通信

など
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次回の箕輪町のすがたは
7月28日（土）掲載予定です。今月は、防災・減災への取り組みについてご紹介します。
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総務課 総務広報係まで
（内線107）


